
稚内市『子ども支援指針』（平成 23年度改訂）構造図 
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生徒指導方針生徒指導方針生徒指導方針生徒指導方針

こども課と社会教育課連携

子ども支援の初期対応

地区の保護者からの相談

健康相談からの相談

ケースワーカーからの相談

民生児童委員

保 健

保護観察・人権相談からの相談

生活福祉

保護司・人権擁護

教育相談所 ●学校との協議で解決の方向性
が見えた場合、その方向で

●問題解決に各支援が必要な場

合合同ケース検討会を開催
支援への視点

● 子ども支援 ●親支援

● 先生支援 ●地域力活用
● サポートチームによる支援

● 教育相談スタッフによる

総合的支援

①保護者の生活や養育事情
②知的障害、心身疾患の問題

特別支援教育の諸問題

③家庭内暴力

④虐待の疑い
⑤過保護

⑥貧困等の経済的問題

第2次支援システムへの検討

医療相談からの相談
医療福祉相談

合同ケース検討会合同ケース検討会合同ケース検討会合同ケース検討会
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活用資源

ＰＴＡ・地域ネット・学生ボラ・他

活用資源 福祉分野

家庭児童相談室、母子支援員

主任児童委員、民生児童委員

医療福祉相談機関 関係医師への案内

教育相談機関
教育的観点からの検討
学校支援・子どもの個別指導

児童相談機関
親支援・施設活用
児童相談所での一時保護所利

用の検討

個別総合対策の確立

●相談所・つばさ

学級の視点

●学校の視点

●児童福祉の視点
●民生委員の視点

●児童相談所での

一時保護所利用
総合対策で具体的な

検討を図り、ケース検

討会で検証する

課題発生時

の初期対応

校長・教頭・指導部・SSW

担当教員・支援担当者

●学校での対応
●具体的支援策

●親支援とコミュニケーション

●関係機関との連携

●校内サポートチーム

日常的な連携

学 校

つばさ学級

学校教育課と教育相談所

● 子ども支援

● 親支援
● 学校支援

● 施設活用
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『第二次支援システム』でもなおかつ対応困難な事例（学校教育の限界を超えると判断できる暴力・虐待・窃盗・DV など）については、 

稚内市児童問題連絡会稚内市児童問題連絡会稚内市児童問題連絡会稚内市児童問題連絡会    が児童福祉法第 25 条にもとづき総合的機関間の連携を生かして対応する。 
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